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健
康
づ
く
り
が
人
と
人
、

人
と
社
会
を
つ
な
ぎ
、
人
や

ま
ち
を
幸
せ
に
す
る
こ
と
を

理
念
に
、
川
越
ら
し
い
ユ
ニ

ー
ク
な
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
制

度
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
奥
山
副
市
長
　
健
康
マ
イ

レ
ー
ジ
制
度
は
楽
し
み
な
が

ら
健
康
へ
の
関
心
が
高
め
ら

れ
、
健
康
づ
く
り
に
取
り
組

む
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て

効
果
が
期
待
で
き
る
制
度
と

思
わ
れ
る
。
ポ
イ
ン
ト
の
活

用
に
つ
い
て
、
地
元
の
特
産

品
や
地
域
の
商
店
会
で
の
利

用
券
な
ど
地
域
活
性
化
に
つ

な
が
る
制
度
と
す
る
こ
と
や
、

ポ
イ
ン
ト
の
寄
付
に
よ
り
地

域
に
還
元
す
る
し
く
み
な
ど

様
々
な
方
策
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
先
進
市

の
状
況
を
参
考
に
、
本
市
に

適
し
た
内
容
や
事
業
と
し
て

の
費
用
対
効
果
等
に
つ
い
て
、

調
査
・
研
究
し
て
参
り
た
い
。

　
健
康
寿
命
日
本
一
の
取
組

質問

問答

公
明
党
　 

近
　
藤
　
芳
　
宏

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
制
度
導
入
を

19

　
新
制
度
の
実
施
に
あ
た
り

実
態
に
合
っ
た
保
育
の
必
要

量
を
見
こ
む
こ
と
が
重
要
。

待
機
児
童
の
解
消
に
向
け
て

市
は
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

　
こ
ど
も
未
来
部
長
　
本
市

は
、
国
が
進
め
る
「
待
機
児

童
解
消
加
速
化
プ
ラ
ン
」
へ

参
加
し
、
保
育
所
緊
急
整
備

事
業
、
認
可
外
保
育
施
設
保

育
士
資
格
取
得
支
援
事
業
、

保
育
士
等
処
遇
改
善
臨
時
特

例
事
業
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
待
機
児
童
対
策
の
基

本
的
な
考
え
方
は
、
保
育
の

質
を
落
と
さ
ず
に
保
育
の
量

を
確
保
す
る
こ
と
に
あ
る
。

今
後
も
、
保
育
需
要
を
的
確

に
捉
え
、
新
制
度
に
お
い
て

予
定
さ
れ
る
小
規
模
保
育
事

業
や
幼
稚
園
と
の
連
携
に
よ

る
事
業
な
ど
、
様
々
な
施
策

を
展
開
し
、
待
機
児
童
の
減

少
を
進
め
て
い
く
。

　
子
ど
も
・
子
育
て
新
制
度

　
市
民
セ
ン
タ
ー
と
公
民
館

質問 質問

問答

日
本
共
産
党
　
柿
　
田
　
有
　
一

質
の
高
い
待
機
児
童
解
消
策
を18

　
地
方
自
治
法
で
は
、
勤
務

日
数
に
応
じ
た
日
額
報
酬
を

原
則
と
し
て
い
る
。
川
越
市

で
も
市
民
に
十
分
説
明
可
能

な
合
理
的
な
も
の
と
な
る
よ

う
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
総
務
部
長
　
本
市
で
は
、

登
庁
日
だ
け
で
な
く
、
登
庁

日
以
外
の
負
担
や
職
務
の
性

質
、
内
容
等
を
総
合
的
に
考

慮
し
て
月
額
の
報
酬
を
支
給

し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
本
市
の
行
政
委
員
の
報

酬
は
、
附
属
機
関
の
委
員
の

報
酬
と
密
接
に
関
係
し
て
い

る
部
分
が
あ
る
。
現
在
、
懇

談
会
等
の
見
直
し
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
当

該
見
直
し
の
結
果
、
附
属
機

関
に
該
当
す
る
と
判
断
さ
れ

る
も
の
が
生
ず
る
こ
と
も
想

定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

当
該
見
直
し
の
終
了
を
待
っ

て
、
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
行
政
委
員
会
委
員
の
報
酬

　
公
園
で
の
ペ
ッ
ト
利
用

質問 質問

　
条
例
を
制
定
し
責
務
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
が
川
越
市

と
し
て
手
話
の
普
及
に
対
す

る
姿
勢
を
示
す
大
き
な
一
歩

に
な
る
と
考
え
る
。
ど
の
よ

う
に
お
考
え
に
な
る
の
か
。

　
市
長
　
平
成
25
年
10
月
に
、

鳥
取
県
で
全
国
初
の
手
話
言

語
条
例
が
制
定
さ
れ
、
同
年

12
月
に
石
狩
市
で
手
話
に
関

す
る
基
本
条
例
が
制
定
さ
れ

た
。
今
年
の
３
月
に
は
、
北

海
道
新
得
町
議
会
で
基
本
条

例
が
可
決
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
改
正
障
害
者
基
本
法
で

は
、
手
話
を
言
語
と
し
て
認

め
、
意
思
疎
通
の
手
段
や
機

会
の
充
実
を
図
る
こ
と
と
規

定
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

状
況
を
踏
ま
え
、
言
語
と
し

て
の
手
話
を
普
及
さ
せ
る
た

め
の
研
究
・
検
討
を
進
め
る

と
と
も
に
、
条
例
化
に
つ
い

て
研
究
を
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
言
語
と
し
て
の
手
話

　
大
雪
に
対
す
る
市
の
備
え

質問 質問

　
情
報
活
用
能
力
の
向
上
に

向
け
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
（
タ
ブ

レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
）
を
導
入
し
、

反
転
授
業
を
取
り
入
れ
る
こ

と
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い

る
か
伺
い
た
い
。

　
学
校
教
育
部
長
　
今
日
の

情
報
化
社
会
の
中
で
、
情
報

機
器
を
正
し
く
、
有
効
に
活

用
す
る
こ
と
は
、
児
童
生
徒

の
学
習
意
欲
を
高
め
、
学
力

の
向
上
に
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。
情
報
機
器
を

適
切
に
使
い
、
活
用
で
き
る

能
力
や
、
情
報
モ
ラ
ル
な
ど

の
情
報
活
用
能
力
を
、
学
習

活
動
の
中
で
育
成
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
情
報

機
器
を
活
用
し
た
反
転
授
業

を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
る

効
果
も
想
定
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
今
後
、
国
や
県
の

動
向
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
先

進
市
、
先
進
校
な
ど
の
状
況

を
把
握
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
街
づ
く
り

質問

　
交
通
事
故
防
止
特
別
対
策

地
域
の
指
定
を
受
け
、
市
が

実
施
し
た
事
故
防
止
対
策
が

事
故
減
少
に
繋
が
っ
て
い
る
。

今
後
自
転
車
も
安
全
利
用
啓

発
活
動
を
実
施
す
べ
き
で
は
。

　
市
民
部
長
　
指
定
を
受
け
、

昨
年
の
９
月
か
ら
３
か
月
間
、

各
種
対
策
を
実
施
し
た
。
自

転
車
利
用
者
に
対
し
て
は
、

ス
ー
パ
ー
等
の
店
頭
に
お
け

る
交
通
安
全
啓
発
活
動
の
実

施
、
高
齢
者
の
自
転
車
乗
用

時
に
お
け
る
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
推
進
活
動
等
を
実
施
し
た
。

高
齢
者
や
自
転
車
に
対
す
る

交
通
安
全
対
策
へ
の
要
求
の

高
ま
り
等
、
社
会
情
勢
の
動

向
を
踏
ま
え
、
交
通
環
境
改

善
及
び
市
民
一
人
一
人
の
交

通
安
全
意
識
の
高
揚
が
図
ら

れ
る
よ
う
、
関
係
機
関
、
団

体
等
と
緊
密
に
連
携
し
、
今

後
と
も
様
々
な
交
通
安
全
対

策
を
強
力
に
推
進
し
て
い
く
。

　
交
通
安
全
対
策

質問

民
主
党
　 

山
　
根
　
史
　
子

手
話
言
語
条
例
の
制
定
を
！

23

や
ま
ぶ
き
会
　
若
　
海
　
　
　
保

川
越
市
の
交
通
事
故
防
止
対
策22

問答

問答

問答

問答

み
ん
な
の
党
　 

明
ヶ
戸
　
亮
　
太

学
習
の
場
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
を

20

無
所
属
　 

川
　
口
　
啓
　
介

行
政
委
員
報
酬
の
見
直
し
を

21

　
本
市
は
有
利
な
環
境
に
あ

る
の
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
、
本

市
に
起
業
者
を
引
き
込
み
、

本
市
に
お
け
る
起
業
を
促
進

し
て
み
て
は
い
か
が
か
。

　
産
業
観
光
部
長
　
コ
ン
テ

ス
ト
の
効
果
と
し
て
、
意
欲

的
な
個
人
又
は
事
業
者
を
発

掘
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の

活
性
化
や
新
産
業
創
出
な
ど

が
期
待
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。
他
市
等
の
事

例
を
調
査
研
究
し
な
が
ら
、

ど
の
よ
う
な
コ
ン
テ
ス
ト
を

開
催
す
れ
ば
、
起
業
者
を
引

き
付
け
ら
れ
る
の
か
、
ま
た
、

ど
の
よ
う
な
起
業
支
援
体
制

を
構
築
す
れ
ば
、
川
越
の
産

業
形
態
に
合
う
起
業
を
促
進

さ
せ
て
い
け
る
の
か
、
そ
の

た
め
の
基
盤
整
備
に
向
け
て

研
究
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
Ｐ
Ｆ
Ｉ

　
川
越
市
の
人
口

　
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

質問 質問 質問

問答 　
今
年
は
川
越
藩
主
柳
沢
吉

保
の
没
後
３
０
０
年
を
迎
え

る
。
柳
沢
家
ゆ
か
り
の
大
和

郡
山
市
と
姉
妹
都
市
提
携
を

し
て
は
い
か
が
か
！

　
市
長
　
現
在
の
姉
妹
都
市
、

友
好
都
市
と
は
様
々
な
経
緯

か
ら
提
携
し
、
市
民
交
流
を

通
し
て
友
好
を
深
め
て
い
る
。

　
奈
良
県
の
大
和
郡
山
市
は
、

藩
主
に
柳
沢
公
を
共
に
い
た

だ
い
た
と
い
う
ご
縁
も
あ
り
、

ま
た
、
本
年
は
柳
沢
吉
保
公

没
後
３
０
０
年
と
い
う
こ
と

で
、
博
物
館
及
び
美
術
館
に

お
い
て
特
別
展
を
開
催
す
る

予
定
で
あ
る
。

　
こ
れ
を
契
機
と
し
て
市
民

の
皆
様
の
関
心
が
高
ま
り
、

交
流
を
通
し
て
友
好
が
深
ま

っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
す
る

と
共
に
、
こ
う
し
た
交
流
の

状
況
を
踏
ま
え
て
、
可
能
性

に
つ
い
て
調
査
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
。

　
姉
妹
・
友
好
都
市

質問

問答

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

　 

髙
　
橋
　
　
　
剛

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

25

民
主
党
　 

山
　
木
　
綾
　
子

姉
妹
都
市
提
携

24

▼
　
川
越
市
議
会
委
員
会
条

　
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　
例
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い

　
て
　
　
　―
原
案
可
決―

　
改
正
の
内
容
は
、
議
会
内

の
組
織
変
更
等
が
生
じ
た
場

合
、
円
滑
に
委
員
の
変
更
が

で
き
る
よ
う
、
議
会
運
営
委

員
会
委
員
の
任
期
を
１
年
か

ら
議
員
の
任
期
に
改
め
る
も

の
で
す
。

議
員
提
出

議

案

議
員
提
出

議

案

民法の改正による個人保証の原則的廃止を求
める請願書　　　　　　―継続審査―

提出者：さいたま市浦和区高砂４－７－２０
　　　　埼玉弁護士会　会長　池　本　誠　司

議議
会会

情情

報報

平成の「豪雪被害」（２月１４日から１５日）に対する被災者救済を求める意見書

　平成２６年２月１４日から１５日にかけて、記録的大雪に見舞われた関東甲信の降雪量
は、平年の３倍を超え、気象庁が記録をとりだした昭和３６年の統計開始から２番目の記
録となった。
　また、今回の大雪は、埼玉県内においても観測史上最多の積雪量を記録し、莫大な被害
が発生した。川越市においても、甚大な被害をもたらしていた事が判明している。
　とりわけ、農業関連のハウスや、畜舎の倒壊、そして、果樹等の樹木や農作物の被害等
と、事業を営む者にとっては、生活の糧を奪われ、今後の見通しも立たない農家等も多く
発生している。
　今回の雪害に対して、国や埼玉県においても、早急な支援策に取り組み、救済に向けて
尽力されているところではあるが、依然として、前途が見えてこないのが現状である。
　農業関係者を取り巻く環境は、従事者の高齢化、後継者不足、収益の低下等、現在でも
その存続を危惧しながら事業を継続しているのが現状である。
　このような環境下に置かれている中でのこの度の被害は、今後に大きな不安と負担を負
う事態である。
　国、埼玉県におかれては、国内の農業、畜産業を守る視点に立ち、大雪による災害復旧
に対しては、再び事業に立ち戻れるための必要な措置を講じられるよう強く要望する。

記
１、被災した農業関係施設等の再建に向けては、特別の制限をかけずに、補助対象とする
ための財政支援を行うため、必要な予算を確保すること。

２、被災された農家等の生活を保障するため、収穫不能となった農作物（果樹用樹木、鶏、
豚等を含む）の損害に対する財政支援に必要な予算を確保すること。

３、被災農家等に対して、一定期間の税的緩和措置を講じること。
　右、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

平成２６年３月２０日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川　越　市　議　会

請願 第１号
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健
康
づ
く
り
が
人
と
人
、

人
と
社
会
を
つ
な
ぎ
、
人
や

ま
ち
を
幸
せ
に
す
る
こ
と
を

理
念
に
、
川
越
ら
し
い
ユ
ニ

ー
ク
な
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
制

度
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
奥
山
副
市
長
　
健
康
マ
イ

レ
ー
ジ
制
度
は
楽
し
み
な
が

ら
健
康
へ
の
関
心
が
高
め
ら

れ
、
健
康
づ
く
り
に
取
り
組

む
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て

効
果
が
期
待
で
き
る
制
度
と

思
わ
れ
る
。
ポ
イ
ン
ト
の
活

用
に
つ
い
て
、
地
元
の
特
産

品
や
地
域
の
商
店
会
で
の
利

用
券
な
ど
地
域
活
性
化
に
つ

な
が
る
制
度
と
す
る
こ
と
や
、

ポ
イ
ン
ト
の
寄
付
に
よ
り
地

域
に
還
元
す
る
し
く
み
な
ど

様
々
な
方
策
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
先
進
市

の
状
況
を
参
考
に
、
本
市
に

適
し
た
内
容
や
事
業
と
し
て

の
費
用
対
効
果
等
に
つ
い
て
、

調
査
・
研
究
し
て
参
り
た
い
。

　
健
康
寿
命
日
本
一
の
取
組

質問

問答

公
明
党
　 

近
　
藤
　
芳
　
宏

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
制
度
導
入
を

19

　
新
制
度
の
実
施
に
あ
た
り

実
態
に
合
っ
た
保
育
の
必
要

量
を
見
こ
む
こ
と
が
重
要
。

待
機
児
童
の
解
消
に
向
け
て

市
は
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

　
こ
ど
も
未
来
部
長
　
本
市

は
、
国
が
進
め
る
「
待
機
児

童
解
消
加
速
化
プ
ラ
ン
」
へ

参
加
し
、
保
育
所
緊
急
整
備

事
業
、
認
可
外
保
育
施
設
保

育
士
資
格
取
得
支
援
事
業
、

保
育
士
等
処
遇
改
善
臨
時
特

例
事
業
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
待
機
児
童
対
策
の
基

本
的
な
考
え
方
は
、
保
育
の

質
を
落
と
さ
ず
に
保
育
の
量

を
確
保
す
る
こ
と
に
あ
る
。

今
後
も
、
保
育
需
要
を
的
確

に
捉
え
、
新
制
度
に
お
い
て

予
定
さ
れ
る
小
規
模
保
育
事

業
や
幼
稚
園
と
の
連
携
に
よ

る
事
業
な
ど
、
様
々
な
施
策

を
展
開
し
、
待
機
児
童
の
減

少
を
進
め
て
い
く
。

　
子
ど
も
・
子
育
て
新
制
度

　
市
民
セ
ン
タ
ー
と
公
民
館

質問 質問

問答

日
本
共
産
党
　
柿
　
田
　
有
　
一

質
の
高
い
待
機
児
童
解
消
策
を18

　
地
方
自
治
法
で
は
、
勤
務

日
数
に
応
じ
た
日
額
報
酬
を

原
則
と
し
て
い
る
。
川
越
市

で
も
市
民
に
十
分
説
明
可
能

な
合
理
的
な
も
の
と
な
る
よ

う
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
総
務
部
長
　
本
市
で
は
、

登
庁
日
だ
け
で
な
く
、
登
庁

日
以
外
の
負
担
や
職
務
の
性

質
、
内
容
等
を
総
合
的
に
考

慮
し
て
月
額
の
報
酬
を
支
給

し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
本
市
の
行
政
委
員
の
報

酬
は
、
附
属
機
関
の
委
員
の

報
酬
と
密
接
に
関
係
し
て
い

る
部
分
が
あ
る
。
現
在
、
懇

談
会
等
の
見
直
し
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
当

該
見
直
し
の
結
果
、
附
属
機

関
に
該
当
す
る
と
判
断
さ
れ

る
も
の
が
生
ず
る
こ
と
も
想

定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

当
該
見
直
し
の
終
了
を
待
っ

て
、
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
行
政
委
員
会
委
員
の
報
酬

　
公
園
で
の
ペ
ッ
ト
利
用

質問 質問

　
条
例
を
制
定
し
責
務
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
が
川
越
市

と
し
て
手
話
の
普
及
に
対
す

る
姿
勢
を
示
す
大
き
な
一
歩

に
な
る
と
考
え
る
。
ど
の
よ

う
に
お
考
え
に
な
る
の
か
。

　
市
長
　
平
成
25
年
10
月
に
、

鳥
取
県
で
全
国
初
の
手
話
言

語
条
例
が
制
定
さ
れ
、
同
年

12
月
に
石
狩
市
で
手
話
に
関

す
る
基
本
条
例
が
制
定
さ
れ

た
。
今
年
の
３
月
に
は
、
北

海
道
新
得
町
議
会
で
基
本
条

例
が
可
決
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
改
正
障
害
者
基
本
法
で

は
、
手
話
を
言
語
と
し
て
認

め
、
意
思
疎
通
の
手
段
や
機

会
の
充
実
を
図
る
こ
と
と
規

定
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

状
況
を
踏
ま
え
、
言
語
と
し

て
の
手
話
を
普
及
さ
せ
る
た

め
の
研
究
・
検
討
を
進
め
る

と
と
も
に
、
条
例
化
に
つ
い

て
研
究
を
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
言
語
と
し
て
の
手
話

　
大
雪
に
対
す
る
市
の
備
え

質問 質問

　
情
報
活
用
能
力
の
向
上
に

向
け
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
（
タ
ブ

レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
）
を
導
入
し
、

反
転
授
業
を
取
り
入
れ
る
こ

と
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い

る
か
伺
い
た
い
。

　
学
校
教
育
部
長
　
今
日
の

情
報
化
社
会
の
中
で
、
情
報

機
器
を
正
し
く
、
有
効
に
活

用
す
る
こ
と
は
、
児
童
生
徒

の
学
習
意
欲
を
高
め
、
学
力

の
向
上
に
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。
情
報
機
器
を

適
切
に
使
い
、
活
用
で
き
る

能
力
や
、
情
報
モ
ラ
ル
な
ど

の
情
報
活
用
能
力
を
、
学
習

活
動
の
中
で
育
成
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
情
報

機
器
を
活
用
し
た
反
転
授
業

を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
る

効
果
も
想
定
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
今
後
、
国
や
県
の

動
向
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
先

進
市
、
先
進
校
な
ど
の
状
況

を
把
握
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
街
づ
く
り

質問

　
交
通
事
故
防
止
特
別
対
策

地
域
の
指
定
を
受
け
、
市
が

実
施
し
た
事
故
防
止
対
策
が

事
故
減
少
に
繋
が
っ
て
い
る
。

今
後
自
転
車
も
安
全
利
用
啓

発
活
動
を
実
施
す
べ
き
で
は
。

　
市
民
部
長
　
指
定
を
受
け
、

昨
年
の
９
月
か
ら
３
か
月
間
、

各
種
対
策
を
実
施
し
た
。
自

転
車
利
用
者
に
対
し
て
は
、

ス
ー
パ
ー
等
の
店
頭
に
お
け

る
交
通
安
全
啓
発
活
動
の
実

施
、
高
齢
者
の
自
転
車
乗
用

時
に
お
け
る
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
推
進
活
動
等
を
実
施
し
た
。

高
齢
者
や
自
転
車
に
対
す
る

交
通
安
全
対
策
へ
の
要
求
の

高
ま
り
等
、
社
会
情
勢
の
動

向
を
踏
ま
え
、
交
通
環
境
改

善
及
び
市
民
一
人
一
人
の
交

通
安
全
意
識
の
高
揚
が
図
ら

れ
る
よ
う
、
関
係
機
関
、
団

体
等
と
緊
密
に
連
携
し
、
今

後
と
も
様
々
な
交
通
安
全
対

策
を
強
力
に
推
進
し
て
い
く
。

　
交
通
安
全
対
策

質問

民
主
党
　 

山
　
根
　
史
　
子

手
話
言
語
条
例
の
制
定
を
！

23

や
ま
ぶ
き
会
　
若
　
海
　
　
　
保

川
越
市
の
交
通
事
故
防
止
対
策22

問答

問答

問答

問答

み
ん
な
の
党
　 

明
ヶ
戸
　
亮
　
太

学
習
の
場
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
を

20

無
所
属
　 

川
　
口
　
啓
　
介

行
政
委
員
報
酬
の
見
直
し
を

21

　
本
市
は
有
利
な
環
境
に
あ

る
の
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
、
本

市
に
起
業
者
を
引
き
込
み
、

本
市
に
お
け
る
起
業
を
促
進

し
て
み
て
は
い
か
が
か
。

　
産
業
観
光
部
長
　
コ
ン
テ

ス
ト
の
効
果
と
し
て
、
意
欲

的
な
個
人
又
は
事
業
者
を
発

掘
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の

活
性
化
や
新
産
業
創
出
な
ど

が
期
待
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。
他
市
等
の
事

例
を
調
査
研
究
し
な
が
ら
、

ど
の
よ
う
な
コ
ン
テ
ス
ト
を

開
催
す
れ
ば
、
起
業
者
を
引

き
付
け
ら
れ
る
の
か
、
ま
た
、

ど
の
よ
う
な
起
業
支
援
体
制

を
構
築
す
れ
ば
、
川
越
の
産

業
形
態
に
合
う
起
業
を
促
進

さ
せ
て
い
け
る
の
か
、
そ
の

た
め
の
基
盤
整
備
に
向
け
て

研
究
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
Ｐ
Ｆ
Ｉ

　
川
越
市
の
人
口

　
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

質問 質問 質問

問答 　
今
年
は
川
越
藩
主
柳
沢
吉

保
の
没
後
３
０
０
年
を
迎
え

る
。
柳
沢
家
ゆ
か
り
の
大
和

郡
山
市
と
姉
妹
都
市
提
携
を

し
て
は
い
か
が
か
！

　
市
長
　
現
在
の
姉
妹
都
市
、

友
好
都
市
と
は
様
々
な
経
緯

か
ら
提
携
し
、
市
民
交
流
を

通
し
て
友
好
を
深
め
て
い
る
。

　
奈
良
県
の
大
和
郡
山
市
は
、

藩
主
に
柳
沢
公
を
共
に
い
た

だ
い
た
と
い
う
ご
縁
も
あ
り
、

ま
た
、
本
年
は
柳
沢
吉
保
公

没
後
３
０
０
年
と
い
う
こ
と

で
、
博
物
館
及
び
美
術
館
に

お
い
て
特
別
展
を
開
催
す
る

予
定
で
あ
る
。

　
こ
れ
を
契
機
と
し
て
市
民

の
皆
様
の
関
心
が
高
ま
り
、

交
流
を
通
し
て
友
好
が
深
ま

っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
す
る

と
共
に
、
こ
う
し
た
交
流
の

状
況
を
踏
ま
え
て
、
可
能
性

に
つ
い
て
調
査
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
。

　
姉
妹
・
友
好
都
市

質問

問答

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

　 

髙
　
橋
　
　
　
剛

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

25

民
主
党
　 

山
　
木
　
綾
　
子

姉
妹
都
市
提
携

24

▼
　
川
越
市
議
会
委
員
会
条

　
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　
例
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い

　
て
　
　
　―

原
案
可
決―

　
改
正
の
内
容
は
、
議
会
内

の
組
織
変
更
等
が
生
じ
た
場

合
、
円
滑
に
委
員
の
変
更
が

で
き
る
よ
う
、
議
会
運
営
委

員
会
委
員
の
任
期
を
１
年
か

ら
議
員
の
任
期
に
改
め
る
も

の
で
す
。

議
員
提
出

議

案

議
員
提
出

議

案

民法の改正による個人保証の原則的廃止を求
める請願書　　　　　　―継続審査―

提出者：さいたま市浦和区高砂４－７－２０
　　　　埼玉弁護士会　会長　池　本　誠　司

議議
会会

情情

報報

平成の「豪雪被害」（２月１４日から１５日）に対する被災者救済を求める意見書

　平成２６年２月１４日から１５日にかけて、記録的大雪に見舞われた関東甲信の降雪量
は、平年の３倍を超え、気象庁が記録をとりだした昭和３６年の統計開始から２番目の記
録となった。
　また、今回の大雪は、埼玉県内においても観測史上最多の積雪量を記録し、莫大な被害
が発生した。川越市においても、甚大な被害をもたらしていた事が判明している。
　とりわけ、農業関連のハウスや、畜舎の倒壊、そして、果樹等の樹木や農作物の被害等
と、事業を営む者にとっては、生活の糧を奪われ、今後の見通しも立たない農家等も多く
発生している。
　今回の雪害に対して、国や埼玉県においても、早急な支援策に取り組み、救済に向けて
尽力されているところではあるが、依然として、前途が見えてこないのが現状である。
　農業関係者を取り巻く環境は、従事者の高齢化、後継者不足、収益の低下等、現在でも
その存続を危惧しながら事業を継続しているのが現状である。
　このような環境下に置かれている中でのこの度の被害は、今後に大きな不安と負担を負
う事態である。
　国、埼玉県におかれては、国内の農業、畜産業を守る視点に立ち、大雪による災害復旧
に対しては、再び事業に立ち戻れるための必要な措置を講じられるよう強く要望する。

記
１、被災した農業関係施設等の再建に向けては、特別の制限をかけずに、補助対象とする
ための財政支援を行うため、必要な予算を確保すること。

２、被災された農家等の生活を保障するため、収穫不能となった農作物（果樹用樹木、鶏、
豚等を含む）の損害に対する財政支援に必要な予算を確保すること。

３、被災農家等に対して、一定期間の税的緩和措置を講じること。
　右、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

平成２６年３月２０日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川　越　市　議　会

請願 第１号


